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and issues concerning IT educational assistance by students." This project started in reply ωa request 
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1 .はじめに
鹿児島高専では平成 13年度， 14年度に高専教育方
法改善共同プロジェクトとして，“学生派遣による IT
教育支援の効用と問題点"のテーマに取組んだ.本校
では昭和61年度に情報工学科が設置され，それ以来全
学科でコンヒ。ューターリテラシ教育の充実に取り組ん
できており， I T教育支援を行うために必要な人材・
設備・環境・知的な蓄積などを有していると自負して
いる.しかしながら，高専での教育の主な目的は実践
的な技術者を育てることであり，大学の教育学部のよ
うに，学生が他人を教えることを想定した教育は行っ
ていない.また，教官側から見ると高専の学生を中学
校の授業に参加させる，しかも授業をする側に置くと
いうことは初めての試みであり，学生の希望者がいる
のかどうか，派遣する学生の授業の取扱をどうするか
というような，解決すべき困難な問題が山積していた.
T 鹿児島高専 t t 平成 13年度まで鹿児島高専教授
t t t (財)北九州産業学術推進機構
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このような状況の中で，上記のテーマをプロジェク
トのテーマに選んだ動機は，まず，支援を求められて
いる教育の内容が，学生が日頃使い慣れているソフト
の操作方法に関する事柄であり，ある程度の事前準備
があれば対応できると思われたこと.また，これまで
教えられたことを理解するとし、う受身の立場で、あった
学生が，他人を教える立場になれば，自ずと自分自身
の知識を再確認せざるをえないことになり，いわゆる
“他人を教育することで自らが教育される"という教
育効果が期待されることなどで、あった.
本プロジェクトは，前田滋校長の支援の下で，既設
の教務委員会と情報教育システム委員会が推進母体と
なり協力して取り組み，全校的な取り組みとして実施
された.本稿では，このような初めての事業を進める
に当って直面した問題点とその解決策，また実施した
ことにより得られた知見や効果について報告する.
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今回実施した IT教育支援は，支援する側支援され
る側とも初めての企画であり 事前に何度も面談し打
合せを行いながら準備を進めた.支援は平成 13年度に
2回行った. 1回目は本校が設置されている閉じ隼人
町内のA中学校であり， 2回目は隣の国分市のB中学
校である. 1回目の支援のA中学校との事前の打ち合
わせにおいて，中学校側が IT教育支援の依頼をする
に至った動機として以下のような事柄が分った.
i )生徒の人数に対して指導者が少ないため，十分に
行き届いた指導ができにくい.
註)教師のスキルや授業時間等の関係で，一部の指導
者に負担がかかる.
温)高い技能を持った生徒への対応が十分にで、きない.
そこで，同じ町内に設置されている鹿児島高専の学
生に授業の補佐をお願いできれば，このような問題点
を解消することができるのではなかろうか，と考えて
本校に支援を依頼されることになったようである.平
成 12年度末に本校へパソコン授業の支援についての
相談があり，これをきっかけとして本事業が始まった
ものである.
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本校側では当時の情報教育システムセンター長が窓
口となって打ち合わせを開始した.まず，本校として
このような支援依頼を受け入れて，支援が可能かにつ
いて各学科に投げかけたところ，大筋では受け入れに
前向きな反応で、あった.その後，平成13年度の教務主
事(森)，情報教育システムセンター長(榎園)が引き
継ぎ，連携しながら具体的な計画を進めていった.表
1に最終的に実施することになったA中学校， B中学
校への支援の比較を示す.
いずれの場合も，支援に必要な情報技術について，
事前に校内でオリエンテーションを行った.特にA中
学校の場合は講師役も学生が担当することになり，技
術的なことは勿論，講師として教壇に立つ場合の'L構
えや話す声の大きさ，教育機器の使い方などの指導を
行った.アシスタントの学生にも，一人当たり 10名程
度の生徒を担当することになり，常に周囲の生徒に気
を配ることが大切であるなどの指導を行った.
表1. 2つの中学校に対する支援の比較
A中学校 B中学校
支援対象 3年生4クラス 2年生6クラス
支援内容 “インターネットの活用"，ワープロの復習，インター “ノミワーポイントを使おうペパワーポイントを使った|
ネットによる情報収集，メールの送受信 自己紹介資料作り
支援形態 講師1名とアシスタント4名，中学校の先生は補佐 アシスタント 3名，中学校の先生が講師
支援チー 情報工学科5年生から2チーム (10名)，電気工学科 電気情報システム工学専攻の2年生から 1チーム (3
ムの構成 5年生から 2チーム (10名)，補助的に専攻科から 1 名)，機械・電子システム工学専攻の2年生から2チー
チーム (5名)
授業科目 総合学習
支援回数 1クラス当り 3回
授業時間 2時関連続/回
支援時期 4， 5， 6月の火曜，水曜の午後5，6時限目
3. 問題点と対策
平成 12年度末に支援の依頼を受け，平成 13年4月
から支援を開始した.支援の実施に当つての問題点を
整理すると，次の 4項目になる.但し，このような問
題点を全てクリアしてから実施したのではなく，支援
と並行しながら問題点を解決していったもので、ある.
( 1 )本校の制度に関する事項
(II)支援学生の選抜，支援時期や時間に関する事項
(皿)支援内容に関する事項
(IV)その他
( 1 )の問題点の一つは支援の実施主体をどこが担う
かという点である.校内の既設の委員会が担うとする
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ム (6名)
技術家庭
1クラス当り 3回
1時間/回
1， 2月の月曜，火曜，金曜の午前3，4時限目
と，情報教育システムセンターと教務委員会に関係が
深い.当初は情報教育システムセンターに重心を置い
た形で活動を始めたが，解決すべき重要な事項は教務
に関する事項が多いことが分り，二つの委員会で役割
を分担して取り組むことになった.つまり，支援中学
校の選定，支援学生の選抜，実施時期や時間帯の決定，
支援学生の教務上の取扱いなどは教務委員会が担当し，
相手中学校との技術的な支援内容の打ち合わせ，支援
学生の情報技術の事前オリエンテーションなどは情報
教育システム委員会が担当することになった.
もう一点は，支援学生の教務上の取扱いに関する問
高専の学生による中学校の IT教育支援
題，つまり，支援に出かけた学生の高専での該当する
授業時間をどのように取り扱い，どのような評価を与
えるべきかという問題である. 1回目の支援において
は，この問題は未決定のまま，とりあえず卒業研究の
時間に中学校で卒研の発表練習を兼ねたプレゼンテー
ションを行っている.といった取り扱いで進むことに
なった.しかし，学生のボランティア精神のみに頼っ
ていては，支援も長続きしないとの判断や，平成 14
年8月に行われた教員研究集会の分科会で、の議論を参
考にして，支援を終えた後もこの問題について教務委
員会で議論を重ねてきた.最終的には，特別学修(教
育支援活動:I T支援)という科目名で単位を認定す
る方向であり，内容については， 15時間程度の IT授
業に関するオリエンテーションを受講し， 15時間程度
の支援を実施することを必要とする予定である.
(ll)については， 3年生以上であれば支援に必要な
情報技術はほぼ理解しており，学科を問わず支援学生
として募ることができるが，高専ではカリキュラムが
過密であり，最上級生の5年生まで，ほとんど空き時
間がない.更に，支援に出かけた時間を振り替えて放
課後や土日に授業を行うとすると，学生や教官に無理
がかかることも予想される.このような状況の中で実
施可能な学年や科目を拾い出すと，情報技術の理解度
が高く比較的時間的な余裕がある5年生の卒業研究の
時間，あるいは専攻科生の特別研究の時間が可能性の
高いことが分かった.ただし， 5年生の卒業研究であ
っても時間的余裕があるのは前期のみであり，専攻科
生の場合， 2年生の1月2月に限られることが分った.
まとめると以下のようになる.
①中学校の1学期と 3学期が支援可能
②1学期は5年生が卒業研究の時間に支援可能
③3学期は専攻科2年生が特別研究の時間に支援可能
(il)中学校での IT環境はパソコンと Windowsで
あり，高専の環境と変わりがなくほとんど問題はなか
った.また支援する教育内容については，中学校の担
支援授業「前J し、
し、
-質問2:インターネットに え
興味がありますか? 5'0 iま
95~o 
い
支援授業「後J い
-質問2:インターネットに
え
200 lま
興味がわきましたか? い
980. 
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当の先生が決めた方針にそって支援する形式であった
ので，テキストも中学校の担当の先生が指定，あるい
は作成したものを使用した.
(N)の問題点、の一つは送迎方法で、あった.A校は同
じ町内であり，学生が個人でバイクなどを使って移動
することも可能であるが，交通事故などの場合を考え
て，全員を高専のワゴン車で送迎することになり，学
生課事務職員の協力を得て行われた.また，学生のみ
を派遣するのではなく，少なくとも 1名の高専教官が
引率して，支援の状況を観察し万一の事態に備えるこ
とにした.この他，少なくとも 1度は事前に中学校の
パソコン室を見学する機会を設けたほうが落ち着いて
取組めると思われたので，パソコン室の見学をする機
会を設けた.更に，中学生の IT教育の理解度なども
担当の先生からお聞きして，支援学生に知らせておく
などの措置をとった.
4. 1 T教育支援の効用
IT教育支援の効果を確かめるために，中学生と支
援学生に対して，支援の前後にいくつかアンケート形
式で調査を行い，意識の変化を調査した.図 1に主な
質問についての結果を示す.
4. 1 アンケート調査結果
グラフより質問2から4においては， 95%以上の高
い割合で「はいj と答えているが，支援後にわずかな
がら増加している.中学生の情報技術についての興味，
関心が支援により高まったことが分かる.質問5から
9においては，特に質問9の結果から， rまたこのよう
な支援を受けてみたいJという回答が増加しており，
支援が中学生に好評で、あったことが分る.次に，高専
学生に対する質問においては，質問 1や5の質問の回
答から，支援後に意義を強く認めるようになっている
ことが分る.質問3，4， 6， 7，からは支援に真面
目に取組んでおり，また，教える経験が不足していた
ことを率直に認め，満足していないことが窺える.
支援授業「前」
し、
い
-質問3:コンビュータを え
扱うことは楽しいと思い 4'o 
ますか?
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-質問3:コンビュータを い
え iま
扱うことは楽しいと思い 200 い
ましたか? 9800 
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支援授業「前J い 支援授業「後j
-質問4:学習や生活 い -質問7:進み具合は
にパソコンは役立つ
え lま ちょうど良かったで
2% い
と思いますか? QQG二 すか?
支援授業「後」
(.¥ 
い 支援授業 f後」
-質問4: <<上記に同 え -質問8:授業に集中
じ》 2% 
lま
し、 できましたか?
9800 
? ?
???????
lま
し、
9000 
支援授業「後』 い 支援授業「前j い
-質問 5:楽しく授業 いえ -質問 9:このような いえ20b !ま
.喝膨はが受けられました し、 企画にまた参加したか? 9800 いですか? し、
810 
し、
支援授業「後」 支援授業「後J いえ
-質問 6:分かりやす -質問 9 : <<よ記と同
13・0
リ雲監UR い授業でしたか? lま じ》. -
8700 
図1. 中学生への支援前後のアンケート調査結果
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12九 880 
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図2.高専学生への支援前後のアンケート調査結果
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などの感想、が寄せられた.さまざまな制約の下で，今
回初めての IT教育支援に取組んだが，支援の前後に
中学生や支援学生に行ったアンケートの結果や引率教
官の感想などから，当初の目的は十分に達成できたの
ではないかと考えている.今回の支援を行うに当り，
中学校，高専のいくつかの集団が行った作業をまとめ
てみると図4のようになる.
5. 全国高専の 1T教育支援の調査結果
平成 13年度には自治省が文部科学省などと協力し
て，一般社会人向けに全国で“らくらくインターネッ
ト塾"と呼ばれる IT講習会を実施した.この講習会
には鹿児島高専からも多くの教官や学生が講師または
アシスタントとして参加した.プロジェクトはこのよ
うな社会的な状況の下で実施された.本プロジェクト
においては，平成13年8月に学生派遣による IT教育
支援に関する実態調査を行う目的で，全国の高専61校
を対象に，アンケート調査を実施した.その中の主な
項目こついて調査結果を示す.
( 1) r学生派遣による IT教育支援Jを実施している
高専を調査したところ， 57校中 15校が実施している
とのことで、あった.r学生派遣による IT教育支援」を
実施しているところはまだ多数ではないことがわかっ
た.
4. 2 引率教官の感想
2つの中学校に合計21回の支援を行い，毎回引率教
官が引率した.支援を終えた後に引率教官 13名にも感
想、を伺った.その中から主なものを以下に示す.
i )中学生の作業スピードに差があり，遅い生徒に，
かかりっきりになる場面があった.
註)生徒のパソコン操作中に，講師役の説明が行われ
ることがあり，説明が徹底しないことがあった.
ii)学生講師が普段と違う言葉遣いに戸惑っている場
面があった.
iv)パソコン室の教卓の周囲に集まってしまい，支援
を忘れているときがあった.
v)中学校の先生との緊密な連携が難しいようだ.
』王位
していない
E孟
(2) r学生派遣による IT教育支援Jをしていると回
答した高専に対して，その実情について質問を行った.
支援対象について質問したところ，高齢者を含めた社
会人への IT教育支援を行っているケースが最も多か
った.また，平成 14年8月に行われた教員研究集会の
討議で分ったことであるが，既に IT教育支援をカリ
キュラムに組み込み，単位を認めている高専もあるこ
とが分った.
表3.質問2のアンケート結果
表2.質問 1のアンケー卜結果図3.支援の様子
一方，肯定的な感想としては
i )先生ではない素人の指導者に対する安心感，気安
さが良い方向に作用しているように見えた.
社)学生講師の説明不足も，アシスタントの協力で補
っていた.
ii)中学の担当の先生も，学生を信頼して他室に退出
する場面があった.
iv)教え方はともかく，教える内容については日頃使
い慣れていることもあり，あまり心配な場面はなか
った.専攻科生は卒研発表も経験しており，頼もし
ささえ感じた.
小学生以下 7% 
中学生 7% 
高校生 。。
晶齢者 2 13% 
その他 5 33% 
小学生以下および高齢者 2 13% 
小学生以下、晶齢者およ
びその他 7% 
小学生以下、中学生およ
び高齢者 7% 
高齢者およびその他 2 13% 
合計 15 100% 
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(3) I T教育支援を実施する場所について尋ねたと
ころ，公共施設および支援対象の属する学校で実施す
るケースがほとんどで、あった.有料・無料を問わず民
間施設を使った事例はなかった.
表4.質問3のアンケート結果
支援対象の属する学校 4 
公民館等の公共自信霞 5 
膏斜-精斜を間わす民間簡担 。。
その他 2 ， 3!'61
支接溜象の属する学枝お
3 
20!'6 よび公民館等の公共髄設
支援対象者の直言る学技
およびその他 7!'6 
合計 15 100!'6 
(4) I T教育支援の内容について尋ねた.その結果，
パソコンの基本動作・ワープロ機能・電子メール・イ
ンターネット操作等支援の内容は多岐にわたっていた.
また，これらのいくつかを組み合わせて支援するとい
った複合形が最も多かった. I T教育支援の中で全般
にわたるカリキュラム計画を立て，実施していること
が窺われる.
表5. 質問4のアンケート結果
パソコンの基本動作 7!'6 
ワープロ機能 。。
電子メール 796 
インターネット操作 。。
複合形 12 7996 
その他 。。
無回答 796 
合計
'--
15 10日%
(5) I T教育支援を実施した効果についての間いを
投げかけたところ，高専に対する社会的評価の向上が
最も多く，支援対象の ITについての意識の向上，支
援対象の ITについての技能の向上と続く.このよう
に高専を取り囲む社会における貢献も顕著であるが，
支援した学生のプレゼンテーション能力の向上，及び
派遣学生の IT技能の向上を複数の高専が挙げており，
IT教育支援に学生を派遣し実施することは，高専の
学生教育においても大きな意味と効用があることが分
った.
表6.質問5のアンケート結果
麦接対象の|丁について
8 の意識向上 22% 
支援対象の ITについて
7 
の掻能向上 19%1 
高専に対する社会的評価
1 の向上
日夜遭学生の IT僅能向上 4 1 % 
学生のブレゼンァーショ 6 ジ能力の向jこ 17% 
その他 。。
合計 36 100% 
白坂繁
熊谷博
松田忠大
鮫島俊秀
石川檀治
吉満真一
前野祐二
豊平孝之
嶋根紀仁
(6) I T教育支援を行った結果の特筆事項について
記述式の質問を行った.その結果， r準備のための費用
がかさんだ.Jという問題点の提示もあったが， r学生
は教えることの楽しさと難しさを実感した.J， r小学生
対象の場合，年齢差のある世代間のコミュニケーショ
ンを通して，自己教育の必要性を学生が理解した.J等
の回答もあり， I T教育支援を実施したことにより，
高専の学生に学内では得ることのできない貴重な体験
の場を与えたことが分った.また， r受講者に高専を理
解してもらう機会になった.Jという回答も (5)と同
様に， I T教育支援の実施が地域社会に対して，高専
の存在と良さをアピールする良い機会になったことを
示している.
6. おわりに
以上，鹿児島高専で行った IT教育支援の試みにつ
いて報告した.今回の支援は，中学生にとっては，お
兄さんお姉さん的存在の派遣学生が手取り足取りで教
えてくれるので，楽しみながら学習できた.一方，支
援学生にとっては，教える内容はある程度理解してい
ると，思っていたが，いざ他人に教える場に臨んで初め
て，自分の知識の不確かな部分に気付き，学び直す経
験をした.また，中学校の生徒や先生から感謝され，
自分の知識が役立つことにも気付き自信になった.更
に高専教官は，学生の IT教育支援を後方から支援す
ることで，新たに重層的なFDに取り組むことになり，
自らの教育方法の改善にも役立った.このように支援
した高専の学生，支援を受けた中学校の生徒，高専教
官の3者にメリットがあった.
IT教育支援の効果については計測しにくい面であ
り，将来にその成果が判明するような要素もあるが，
支援の回数を重ねる毎に，教室での説明の仕方や支援
活動が向上するのは当然ながら見てとれた.プレゼン
テーション能力の向上，ボランティア精神の溜養，人
格形成に資する効用などは確実に期待できると思われ
る.
高専学生の教育支援の活動は，比較的新しいテーマ
で方法論が確立されているとは言い難い.本報告はこ
の分野における一つの方法を提案するものである.参
考になれば幸いである.
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